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テーマ 市町村における地域福祉の現状と課題を考える 

著書・論文 

 

研究課題等 

研究課題：社会福祉の行財政、介護保険制度、障害者自立支援法、市町村の地域福祉計画 

（介護保険事業計画・障害福祉計画） 

 

著書：障害者自立支援法と自治体のしょうがい者施策 自治体研究社、2007年 他 

ゼ ミ ナ ー ル 概 要 

キーワード：市町村を取り巻く現状と課題、市町村における高齢者・障害者ケアの推進、住民主体 

目的、内容、方法等： 
地域福祉を推進するためには、それぞれの市町村（基礎的自治体）の在り方がきわめて重要であり、市町村ご

とに介護保険事業計画・障害者計画・障害福祉計画・地域福祉計画などが進められているものの、様々な社会的・

地域的格差が広がり、生活保護受給者も急増しています。 
それぞれの市町村で生活している子ども・高齢者・しょうがい者など住民の生活実態に基づき、様々な施策が

推進されなければなりませんが、国や地方自治体をとりまく財政状況は極めて厳しい状況が続いています。 
 このような状況を踏まえ、それぞれの市町村でどのように地域福祉を推進するか、その課題は何か、また住民

主体でそれらを推進するためにはどうしたらよいか、学生諸君とともに実際に地域に出向いた上で考えたいと思

います。 
 
授業計画：  

3 年次の前期は、ひとつの市町村を取り上げ、市の概要・社会福祉の現状・様々な実態調査結果や地域福祉計

画等の現状・財政状況等を調べ、個人ごとに発表し、ゼミ生間で討論します。 
 後期は、テーマを絞ったうえでグループごとにフィールドワーク（実際の現場でのヒアリング調査等）を進め、 
グループ発表します。 
 3 年次の年度末までに、翌年の卒論のテーマと研究計画（個人ごとの第 1 次案）を提出してもらいます。 
 このほか、公務員職場等で働く先輩の話を聞く機会も持ちます（私自身も市の職員を 24 年経験しています）。

1～2 回程度は合同の調査・合宿等も実施したいと思います。 
（2013 年度は金沢調査を実施し、今後伊勢志摩方面の調査を予定。懇親会も実施しています） 
 
 4 年次前期は、卒論の研究計画（第 2 次案）に応じた具体的な調査方法や、フィールドに出る際の留意事項等

について、学生ごとに具体的な指導や援助をします。 
 後期は、卒論の仕上げの個人指導をします。卒論完成後は、３年生も交えて発表会を持ちます。社会福祉士国

家試験対策も、ゼミとして行います。例年、公務員試験に合格する学生も数名います。 
 

2 年間のゼミの仕上げとして、卒業旅行も実施したいと考えています。 
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楽しみながら、かつ実際の調査や視察を交えながらゼミを進めます。ゼミの運営・卒論

テーマ等は学生諸君の求めに応じます。ただし、学生諸君の自覚的・主体的参画を求めま

す。 
日ごろから新聞・雑誌等（特に社会福祉の動向や市町村を取り巻く状況）について、関

心を持ってチェックしてください。 
地方自治体の公務員（福祉職・一般職とも）や、地域の社会福祉現場で働くことを目指

す諸君にとっても、良き学びの場となると考えています。もち論、どなたでも参加できま

す。 
無断欠席は厳禁します。その他、相談があればメールでいつでも応じます。 


